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利用・用途・応用分野

肝細胞がん判定用キット、細胞がん再発リスクの予測、術後の治療方針の決定

目的・課題 解決ポイント

精度よく肝細胞がんの発症リスクを判定できる
バイオマーカーを用いた肝細胞がんの発症リ
スクの判定方法や判定用キットの提供を目的
とする。
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発明の名称：肝細胞がん発症リスクの判定方法

肝細胞がん治療における術後の肝細胞がん再発リスクを精度よく判定（予測）すること
が可能となり、肝細胞がん治療の術後の治療方針を決定できる。また、肝細胞がんの
予防及び早期発見のために有用な情報を提供できる。さらに本発明のＨＣＣバイオマ
ーカー遺伝子におけるＤＮＡのメチル化と肝細胞がん発症との関連性を示唆している。
術後の生存期間や回復期間を延ばすことが期待される。

マイクロアレイ法とHigh Coverage 

Expression Profiling（ＨｉＣＥＰ）
（登録商標）法の２つの異なる解析
法を用いてバイオマーカー遺伝子
探索を行い、術後２年を超えてＨＣ
Ｃ無再発症群と術後１年以内ＨＣ
Ｃ再発症群とで遺伝子のｍＲＮＡ
の発現レベルが異なるものをスク
リーニングしたところ、マイクロアレ
イ法及びＨｉＣＥＰ法によりそれぞれ
１８０６種類及び６種類のバイオ
マーカー候補遺伝子を同定した。
さらに有意差検定等による二次選
別を行い、リアルタイムＰＣＲ法を
用いた定量解析を行ったところ、
マイクロアレイ法の３種類の遺伝
子（ＴＳＰＡＮ８、ＣＹＰ２Ａ６、及びＳ
ＬＣ２２Ａ１）及びＨｉＣＥＰ法の３種
類の遺伝子（ＮＱＯ１、ＳＬＣ１０Ａ１、
及びＧＬＹＡＴ）が精度よくＨＣＣ発
症又は再発リスクを判定できるバ
イオマーカー（ＨＣＣバイオマー
カー）となり得ることを見いだした。研究概要・アピールポイント

３種類の遺伝子（ＮＱＯ１、ＳＬＣ１０Ａ、及びＧＬＹＡＴ）の
ｍＲＮＡの発現レベルを、マイクロアレイ法（上段）及び
リアルタイムＰＣＲ法（下段）の解析結果


